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中越地震からの復興プロセスから考える
中山間地域の防災対策

社団法人中越防災安全推進機構

復興デザインセンター長 稲垣文彦

内容

１．新潟県中越地震からの中山間地域の６年間の復興プロセスと７年目以降のロードマップ

◆中山間地域の復興プロセス

２．２００４年新潟県中越地震以降の中山間地域をめぐる社会の変化（市町村合併）

◆新潟県中越地震は平成の市町村合併前の地震

３．中山間地域の防災を考える

◆中山間地の自助・共助・公助の現状

◆国の中山間地域対策の動向

◆中越地震からの復興プロセスから考える中山間地域の防災対策

長岡市妙見

（株）オリス
山古志村山古志村 東竹沢地滑り東竹沢地滑り
（土砂崩れダムを形成）（土砂崩れダムを形成） 北陸建設弘済会提供

山古志村 羽黒山 西斜面崩壊
１．新潟県中越大震災からの中山間地域の6年間の復興プロセスと7年目以降のロードマップ

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

【第1次】
復旧段階
「創造的復旧」

中越
大震災

急激な
過疎・高齢化

の進行

【住民の復興意識の醸成】
【縮小均衡状態の打開】

依存的
閉塞的
な集落

足し算
の支援

主体的
開放的
な集落

【集落の将来ビジョンづくりと実践】
【地域単位の連携意識の醸成】

掛け算
の支援

集落維持・活性化
・集落連携
・都市交流
・集落ビジネスなど

乗数
の支援

地域経営（新たな公）
・持続的な住民主体の地域づくり
・地域ビジネス・新規ジョブの生み出し
・公的サービスの補完など

自立
と

波及

【地域の将来ビジョンづくりと実践】
【地域経営の仕組みづくり】

復興ビジョン
復興計画

中山間地域

2004.10.23

誇りを取り
戻すプロセス

集落の合意形成プロセス 地域の合意形成プロセス

【第2次】
再生段階
「活力に満ちた
新たな持続可能性の獲得」

【第3次】
発展段階 新たな

日常

※地域＝旧町村単位のエリア

脆弱性＝機能の外部依存体質 機能の内部化を進める恒常的なしかけの構築脆弱性の改変プロセス

受動的な
不安感

能動的な
不安感

中越大震災
復興基金

被災者住宅復興資金利子補給
手作り田直し等支援

地域コミュニティ再建（ソフト）
地域コミュニティ施設等再建支援（ハード）

地域復興デザイン策定支援
地域復興デザイン先導事業支援

メモリアル拠点整備施設・運営等支援
地域の合意形成・地域経営に関する支援

復興支援ネットワーク

地域復興人材育成支援

地域復興支援員設置支援

【制度の隙間を補完】 【集落の回復力促進】 【集落単位の自律促進】 【地域単位の自律促進】

集落
対象事業

個人
対象事業

支援団体
対象事業

集落支援の模索
集落再生支援チーム

地域復興交流会議

地域復興支援員研修会
地域復興デザイン策定発表会

地域の合意形成・地域経営に関する支援

【復興支援の模索】 【連携】 【発展】 【新たな支援体制の実験】 【新たな支援体制の仕組化・制度化】

復興支援組織
の支援活動

自立
と

波及

復興施策
（独自財源）

復興体制
（外部支援者の活用） 復興検証・新潟モデルの確立

地域
対象事業



2010/10/1

2

◆中山間地域の復興プロセス

急激な
過疎・高齢化

の進行

中山間地域

脆弱性＝機能の外部依存体質

【住民の復興意識の醸成】
【縮小均衡状態の打開】

【集落の将来ビジョンづくりと実践】
【地域単位の連携意識の醸成】

【地域の将来ビジョンづくりと実践】
【地域経営の仕組みづくり】

依存的
閉塞的
な集落

足し算
の支援

主体的
開放的
な集落

掛け算
の支援

集落維持・活性化
・集落連携
・都市交流
・集落ビジネスなど

乗数
の支援

地域経営（新たな公）
・持続的な住民主体の地域づくり
・地域ビジネス・新規ジョブの生み出し
・公的サービスの補完など

受動的な
不安感

誇りを取り
戻すプロセス

能動的な
不安感

集落の合意形成プロセス 地域の合意形成プロセス

脆弱性の改変プロセス 機能の内部化を進める恒常的なしかけの構築

１．新潟県中越地震における中山間地域の復興の課題
震災によって加速した過疎・高齢化による中山間地域の持続可能性

２．これまでの復興プロセス

地域復興支援員 地域復興デザイン策定

①顕在化した危機感、②外部とのつながり（支援）、③柔軟な財源としての復興基金を活用し
①閉塞性、②依存性、③保守性、④あきらめ感（縮小均衡状態）を打開し、
①住民主体の復興、②積極的な外部者の受け入れ、③地域資源を生かした活性化によって
集落の誇りとアイデンティティを取り戻し、
住民自らで、中長期的な将来ビジョンをつくり、
その実現にむけて地域づくり活動に取り組んでいる。

３．この間の最大の変化
◆将来に対する漠然とした「受動的な不安感」から「能動的な不安感」への変化
・受動的な不安感・・・集落機能の「外部依存体質」
・能動的な不安感・・・集落機能の「内部化」への回帰

「受け身の自助」・「内発的自助」（群馬大、片田教授）
「貧しさのなかの過疎」、「豊かさのなかの過疎」、「つながりの過疎（集落の孤独死問題）」

４．復興プロセス＝地域社会の脆弱性の改変プロセス
◆中山間地域の脆弱性＝「機能の外部依存体質」
◆中山間地域の復興プロセス＝この体質改善、すなわち、「機能の内部化」への改変プロセス

２．２００４年新潟県中越地震以降の中山間地域をめぐる社会の変化（市町村合併）

総務省・「平成の合併」について（平成２２年３月）より

市町村数（減少率）
112→30（73.2％）

1万人未満団体数
57→6（89.5％）

市町村数（減少率）
99→42（57.6％）

1万人未満団体数
56→7（87.5％）

総務省・「平成の合併」について（平成２２年３月）より

（H11.3→H22.3） （H11.3→H22.3）

３．中山間地域の防災を考える ◆中山間地域の自助・共助・公助の現状

財源不足
↓

市町村合併
↓

「役場が遠くなった」（物理的・心理的）
↓

閉塞感 あきらめ感の増幅

自助

共助 公助
閉塞感・あきらめ感の増幅

↓
市町村からの自助・共助・公助による防災対策のすすめ

↓
高齢世帯の耐震補強が進まない構図と酷似した状況

かつては、集落を基本単位とする生活の相互扶助機能の発揮により、
基礎的な生活サービスが維持・確保されてきたが、高齢化等により、
集落機能が低下してきている。一方で、財政制約や市町村合併による
広域化によって集落に対する市町村行政の目が届きにくくなっている。
防災対策を進めていくうえでは、医療・食料品・日用品の買い物・移動手
段の確保等という基礎的な生活サービスの不安を解消することを含む総
合的な生活対策の中のひとつとしての防災対策という位置付けが重要

↓
過疎対策と防災対策の一体化・総合生活対策のなかの防災対策

↓
総合生活対策における新たな自助・共助・公助の枠組みづくり

◆国の中山間地域対策の動向

過疎問題懇談会提言（平成２０年４月２４日）・総務省通知（平成２０年８月１日）

ソフト対策重視・集落支援員の活用

国土審議会政策部会 集落課題検討委員会中間とりまとめ（平成２２年１月２９日）

ソフト対策重視・外部支援者の活用

◆中越地震からの復興プロセスから考える中山間地域の防災対策

緩慢な
過疎・高齢化

の進行

【住民の復興意識の醸成】
【縮小均衡状態の打開】

【集落の将来ビジョンづくりと実践】
【地域単位の連携意識の醸成】

【地域の将来ビジョンづくりと実践】
【地域経営の仕組みづくり】

依存的
閉塞的
な集落

足し算
の支援

主体的
開放的
な集落

掛け算
の支援

集落維持・活性化
・集落連携
・都市交流
・集落ビジネスなど

乗数
の支援

地域経営（新たな公）
・持続的な住民主体の地域づくり
・地域ビジネス・新規ジョブの生み出し
・公的サービスの補完など

事前対策としての
地域づくりプロセス

受動的な
不安感

誇りを取り
戻すプロセス

能動的な
不安感

集落の合意形成プロセス 地域の合意形成プロセス

脆弱性＝機能の外部依存体質 脆弱性の改変プロセス 機能の内部化を進める恒常的なしかけの構築

・公務員参加型の地域おこし
・創発的な手法による人的支援（集落支援員・地域復興支援員）

１．総合生活対策のなかの防災対策
→総合生活対策を進めるうえでの切り口やきっかけと
しての防災の取組という位置付け

総合生活対策における
新たな自助・共助・公助の枠組みづくり

しての防災の取組という位置付け

２．総合生活対策における新たな自助・共助・公助の枠組み
づくり（集落連携・地域経営等）
→新たな枠組みづくりのための積極的な行政支援
（改正過疎法のソフト対策等の活用）

３．集落機能の外部依存体質の改善のためには、失われた
「集落の誇り」を取り戻すこと が重要
→「創発的な手法による人的支援」（集落支援員）の活
用と「公務員参加型の地域おこし」（ゼロ予算事業）
の重要性

４．国の中山間地域施策をしたたかに防災対策に活用
→集落支援員制度を活用した防災対策の推進等

※創発的な手法による人的支援（集落支援員）
公務員参加型の地域おこし（ゼロ予算事業）
→見守り・よりそい・向きあう支援
集落に住み続けること、暮らしを営み続けること
（価値）を肯定すること。

地域の人的支援研究会中間とりまとめ（平成２２年５月）より
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「地域サポ ト人ネ ト ク全国協議会「地域サポート人ネットワーク全国協議会」
設立（平成22年10月13日）

◆事務局：広島県神石高原町

◆西日本サポートセンター
島根県中山間地域研究センター

◆東日本サポートセンター
中越防災安全推進機構
復興デザインセンター


